
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 

３月２７日 

第１０号 

校長 小幡英二 

卒業式・修了式 

 少し発行が滞ってしました。その間に卒業式・修了式も終わり、３学期が

終了しました。この年になると１年間がアッという間に終わってしまいま

す。 

３月２４日に行った卒業式では、三人の６年生を送り出しました。６年生

にとって、この１年間は大変な年だったと思います。大きな行事を実施する

ことは大変ですが、本当によく頑張ってくれました。いつもニコニコして元

気に頑張ってくれましたが、きっと大変なことも多かったのではないかと思

います。しかし、弱音を吐かずに頑張り、立派な学校行事を創ってくれまし

た。もちろん、勉強も日々努力していました。この１年間で大きく成長した

姿を見ることができて本当に良かったと思います。その姿は、教師とって子

どもたちから頂く大きな贈り物です。 

また、３月２６日は修了式も行いました。１年間で頑張ったことを、学年

毎に発表してくれました。１年生から５年生まで、発表内容も態度もみんな

立派で、自信を持って次の学年に進むことができると感じました。特に５年

生は、最高学年としても自覚ができていると思いました。最後には心に響く

ような合唱をしてくれました。 

この１年間、何とか無事に終えることができたのも、保護者の皆さまの支

えがあったお陰だと感謝しています。きっと、家で不満や悩みを話すことも

あったのではないかと思いますが、それを受けとめ、励まし、学校に送り出

して頂いたのではないかと思います。本当にありがとうございました。また、

地域の方々のご支援にも感謝申し上げます。野矢小学校にいると地域の方々

に支えられていることを実感します。野矢校区活性化協議会の方々はもちろ

んのこと、いつも気にかけて声かけをして頂きました。今後とも野矢小学校

に対してご支援とご協力をお願いします。 
是非、野矢
小学校ホー
ムページを
ご覧下さい 

転任・退職のごあいさつ 

 校長の小幡と支援員の髙石先生の２名が転任・退職することになりました。小幡はここのえ

緑陽中学校 教諭、髙石先生は離職します。１年間から３年間の間でしたが、本当にお世話に

なりました。野矢小学校の勤務で、子どもや保護者、地域の方々から多くのことを学ぶと同時

に多くの財産を頂いたと感謝しています。在職中は、不十分な対応や失礼もあったと思いま

す。本来なら訪問してお礼を言わなければなりませんが、本文面にてかえさせて頂きます。そ

れぞれ次の場所でも頑張りたいと思います。本当にありがとうございました。 


